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■
昭
和
二
十
八
年
七
月
の
大
水
害

　
去
る
七
月
十
八
日
、
突
如
と
し
て
県
下

を
襲
っ
た
大
豪
雨
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
猛

威
を
ふ
る
い
、
こ
の
た
め
一
瞬
に
し
て
最

愛
の
家
族
を
失
い
ま
た
は
家
屋
や
田
畑
等

を
全
壊
流
失
せ
ら
れ
た
罹
災
者
の
皆
様
方

に
対
し
て
は
、
ま
こ
と
に
御
気
の
毒
に
堪

え
ま
せ
ん
。

（
中
略
）
今
更
な
が
ら
水
魔
の
恐
ろ
し
さ

に
驚
く
と
共
に
、
今
後
の
復
旧
に
心
の
痛

む
の
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、水
害
の
当
初
、

こ
れ
ら
の
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
一
刻
も
早

く
救
援
の
手
を
差
し
の
べ
る
べ
く
、
懸
命

の
努
力
を
い
た
し
ま
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
手

を
打
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
分
被
害

地
は
、
貴
志
川
、
有
田
川
、
日
高
川
、
更

に
は
熊
野
川
の
川
筋
や
、
そ
の
奥
地
山
間

部
と
い
う
交
通
至
難
の
地
で
、
あ
ま
つ
さ

え
、
道
路
、
橋
梁
の
流
失
や
、
山
崩
れ
、

増
水
等
に
よ
る
交
通
杜
絶
の
た
め
、
奥
地

の
情
況
は
容
易
に
つ
か
め
ず
、
救
援
作
業

も
か
つ
て
な
い
困
難
を
と
も
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
八

月
十
五
日
発
行
の
『
県
民
の
友
』
一
九
三
号

（
七
一
八
和
歌
山
県
水
害
復
興
特
集
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
、
当
時
の
和
歌
山
県
知
事
小
野
真
次

か
ら
県
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
前
半
部
分
で

す
。

　
昭
和
二
十
八
年
七
月
十
七
日
か
ら
十
八
日
に

か
け
て
豪
雨
が
和
歌
山
県
を
襲
い
、
そ
れ
に
伴

い
発
生
し
た
山
津
波
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
、
と
り
わ
け
有
田
郡
や
日
高
郡
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。本
水
害
は
、

発
生
し
た
年
月
日
か
ら
「
二
八
水
害
」、「
七
・

一
八
水
害
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
ほ
か
「
紀
州
大

水
害
」
と
も
称
さ
れ
ま
す
（
以
下
、「
七・一
八

水
害
」
と
表
記
）。

　
『
和
歌
山
県
災
害
史
』
に
よ
れ
ば
、
県
全
体

で
の
被
害
は
、罹
災
者
数
約
二
四
万
人
、死
者・

行
方
不
明
者
数
計
約
一
千
人
、
家
屋
の
全
・
半

壊
及
び
流
失
計
約
一
万
五
千
戸
、
浸
水
家
屋
約

三
万
八
千
戸
と
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
田
畑
、

道
路
、
橋
梁
、
堤
防
の
被
害
も
合
わ
せ
た
被
害

総
額
は
八
百
億
円
か
ら
一
千
億
円
と
さ
れ
て
い

ま
す
。昭
和
二
十
九
年
度
の
統
計
書
に
よ
る
と
、

こ
の
年
の
和
歌
山
県
人
口
は
約
九
九
万
人
、
戸

数
は
約
二
二
万
戸
で
す
か
ら
、
人
・
家
と
も
に

県
全
体
の
実
に
四
分
の
一
近
く
が
損
害
を
被
っ

た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
県
で
は
水
害
発
生
後
、
被
災
地
の
救
援
活
動

を
行
お
う
と
す
る
も
、
川
沿
い
や
奥
地
の
山
間

部
な
ど
の
地
域
は
も
と
も
と
交
通
に
難
が
あ
る

う
え
に
今
水
害
に
よ
っ
て
交
通
手
段
が
断
た
れ

た
た
め
、
当
初
は
被
害
状
況
の
把
握
も
救
援
活

動
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
本
稿
で
取

り
上
げ
る
請
川
村
も
同
じ
よ
う
な
状
況
下
と

な
っ
て
苦
境
に
陥
り
ま
し
た
。

■
請
川
村
と
役
場
文
書

　
当
館
で
は
、
令
和
三
年
か
ら
同
五
年
に
か
け

て
、
田
辺
市
域
に
お
い
て
民
間
所
在
資
料
保
存

状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
五
年
は
、

田
辺
市
本
宮
行
政
局
の
町
史
資
料
室
に
お
い
て

本
宮
町
の
災
害
を
中
心
と
し
た
関
係
資
料
を
調

査
し
ま
し
た
。調
査
し
た
資
料
群
の
一
つ
が『
請

川
村
役
場
文
書
』
で
す
。

　
請
川
村
は
、
現
在
の
田
辺
市
本
宮
町
請
川
地

域
に
か
つ
て
存
在
し
た
村
で
す
（
地
図
参
照
）。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
当
時
の
請
川

村
は
周
辺
の
村
と
合
併
し
て
東
牟
婁
郡
「
請
川

村
」
と
な
り
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）、

  
『
請
川
村
役
場
文
書
』
に
み
る
七・一八
水
害
か
ら
の
復
旧

『
請
川
村
役
場
文
書
』
に
み
る
七・一八
水
害
か
ら
の
復
旧

　
　
　
　
　
　

―
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災
地
に
差
し
の
べ
ら
れ
る
支
援
の
手
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災
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に
差
し
の
べ
ら
れ
る
支
援
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手
―
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』
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害
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災
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れ
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れ
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―

　地図　左下　合併後の本宮町（「和歌山県管内図　昭和 38年 1月 1日現在」、『和歌山県災害史』より）
　　　　右上　現在の本宮・請川周辺図（国土地理院地図より）
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本
宮
村
な
ど
周
辺
四
ヶ
村
と
合
併
し
て
本
宮
町

に
な
り
ま
す
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、

田
辺
市
と
本
宮
町
ほ
か
三
町
村
が
合
併
し
て
新

た
な
田
辺
市
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
『
請
川
村
役
場
文
書
』
は
、
本
宮
町
に
な
る

以
前
の
村
の
運
営
や
地
域
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
で
す
。
七・
一
八
水
害
に
関
す

る
文
書
も
簿
冊
と
し
て
多
数
保
管
さ
れ
て
お

り
、
請
川
村
に
お
け
る
当
時
の
被
災
状
況
と
復

旧
過
程
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
山
間
部
の
熊
野
川
流
域
に
位
置
す
る
請
川
村

で
の
七・
一
八
水
害
の
復
旧
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
稿
で
は
役
場
文

書
か
ら
そ
の
よ
う
す
を
み
て
い
き
ま
す
。

■
請
川
村
の
被
害
と
復
旧
活
動
の
概
要

　
七
月
十
七
日
、
請
川
村
で
は
雨
量
三
五
七
ミ

リ
を
記
録
し
ま
し
た
。
翌
十
八
日
は
一
七
五
ミ

リ
を
記
録
し
、
午
前
九
時
三
十
分
、
熊
野
川
は

危
険
水
位
の
七・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
十
五
時

に
は
九・
六
七
メ
ー
ト
ル
に
増
水
し
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
と
洪
水
に
よ
っ
て
請
川
村
周
辺
地
域

か
ら
新
宮
市
と
田
辺
市
そ
れ
ぞ
れ
に
繋
が
る
交

通
も
寸
断
さ
れ
た
た
め
、
救
助
隊
も
被
害
地
域

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

記
録
に
よ
れ
ば
死
者
こ
そ
出
て
い
ま
せ
ん

が
、
請
川
村
で
は
村
民
約
二
、二
〇
〇
人
の
う

ち
半
数
近
く
が
罹
災
し
て
い
ま
す
。
請
川
村
を

含
む
周
辺
八
ヶ
村
の
罹
災
者
の
合
計
数
（
四
、

六
八
三
人
）
は
、
東
牟
婁
郡
全
体
の
罹
災
者
数

（
五
、三
〇
五
人
）の
八
割
を
占
め
ま
す
。
家
屋
、

学
校
な
ど
の
建
物
や
田
畑
も
損
壊
や
浸
水
な
ど

の
大
き
な
被
害
が
で
ま
し
た
。
写
真
２
は
、
水

害
後
の
本
宮
村
の
様
子
を
写
し
た
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
請
川
村
な
ど
隣
接
す
る
熊
野
川
流

域
の
村
々
で
も
同
じ
よ
う
な
惨
憺
た
る
光
景
が

広
が
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　
請
川
村
と
そ
の
周
辺
地
域
で
の
具
体
的
な
被

害
状
況
が
判
明
し
た
の
は
十
九
日
で
、
以
降
、

救
助
・
復
旧
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
当
初
請
川
村
で
は
、
隣
村
か
ら
駆
け
つ
け
た

救
援
部
隊
が
救
援
・
復
旧
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
村
に
至
る
道
路
も
ほ
ぼ
途
絶
し
て
い
た
た

め
、
救
援
物
資
は
人
力
で
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

二
～
三
日
後
に
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
船
で
熊
野
川
を

遡
行
し
て
の
物

資
輸
送
が
可
能

と
な
り
、
ア
メ

リ
カ
軍
飛
行
機

に
よ
る
物
資
の

投
下
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
物
資

だ
け
で
な
く
見

舞
状
も
多
く
届

け
ら
れ
ま
し

た
。
県
内
外
か

ら
届
い
た
救
援

物
資
や
義
援
金

は
罹
災
民
に
配

ら
れ
ま
す
。

　
村
全
体
で
の

復
旧
作
業
が
本

格
的
に
始
ま
っ

た
の
は
水
害
発

生
か
ら
約
一
週

間
が
経
過
し
て

か
ら
の
よ
う
で

す
。二
十
四
日
、

請
川
村
村
長
と

水
害
対
策
本
部

作
業
責
任
者
の
連
名
で
村
内
に
「
水
害
後
処
理

の
勤
労
奉
仕
の
御
願
ひい

に
つ
い
て
」
が
通
知
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
村
内
各
地
区
か
ら
男

性
優
先
で
作
業
要
員
を
出
す
よ
う
要
請
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
斧
・
鋸
・
シ
ャ
ベ
ル
を
持
参

す
る
こ
と
、
と
指
示
し
て
い
ま
す
か
ら
、
作
業

は
土
砂
流
木
の
処
理
な
ど
の
力
仕
事
だ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
通
知
以
前
か
ら
自
主
的
に
復
旧

作
業
を
行
っ
て
い
た
人
は
い
た
で
し
ょ
う
が
、

水
害
発
生
後
し
ば
ら
く
は
組
織
立
っ
て
作
業
を

行
え
る
段
階
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
村
役
場
で
は
被
害
状
況
な
ど
を
調
査
し
て
東

牟
婁
地
方
事
務
所
へ
報
告
し
、
緊
急
融
資
、
仮

設
住
宅
建
設
、
家
屋
の
補
修
、
学
校
の
修
繕
・

建
設
な
ど
復
旧
に
向
け
た
活
動
を
継
続
的
に
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
役
場
で
は
和
歌
山
県
議
会
に
災
害

復
旧
に
関
す
る
要
望
事
項
を
提
出
し
て
い
ま
す

が
、
全
国
町
村
会
、
東
牟
婁
郡
出
身
の
和
歌
山

県
議
会
議
員
や
国
会
議
員
ら
も
、
県
議
会
や
国

会
の
場
で
地
元
の
惨
状
を
訴
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
支
援
に
関
わ
る
法
案
が
可
決
す
れ
ば
、

そ
の
写
し
を
作
っ
て
い
ち
早
く
和
歌
山
の
被
災

地
へ
送
り
、
被
災
地
が
迅
速
に
国
の
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
故
郷
復
旧
の
た

め
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
請
川
村
で
の
復
旧
活
動
は
そ
の
後
も
続
け
ら

れ
、
昭
和
二
十
九
年
に
入
る
と
学
校
の
再
建
に

本
格
的
に
着
手
し
始
め
、
翌
年
四
月
の
新
校
舎

落
成
式
開
催
に
至
り
ま
す
。

■
隣
村
か
ら
災
害
救
援
隊
が
支
援
す
る

　
い
ま
だ
災
禍
の
混
乱
や
ま
ぬ
請
川
村
へ
、
隣

村
か
ら
救
援
部
隊
が
駆
け
つ
け
て
復
旧
支
援
を

し
た
こ
と
が
、『
請
川
村
役
場
文
書
』
の
『
救

援
及
義
捐
関
係
』（
写
真
３
）に
綴
じ
ら
れ
た「
四

村
災
害
救
援
計
画
」
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　
水
害
発
生
二
日
後
の
二
十
日
付
で
、
四
村
村

長
か
ら
請
川
村
村
長
へ
救
援
通
知
と
「
四
村
災

害
救
援
計
画
」
が
届
き
ま
す
。

　

四
村
は
請
川
村
の
北
西
に
位
置
す
る
村
で

（
地
図
参
照
）、
比
較
的
被
害
が
小
さ
か
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
た
め
水
害
発
生
後
早
く
か
ら
、

他
村
の
救
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
四
村
災
害
救
援
計
画
」
に
は
四
村
災
害
救

写真２　水害後の本宮村のようす
（和歌山県立文書館所蔵　遠藤茂旧蔵資料『昭和廿八年七月十八日　豪雨による水害状況』より）
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援
隊
の
組
織
・
目
的
・
活
動
内
容
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
に
は
、
隊
の
目
的
を

「
七・一
八
水
害
」の
被
害
隣
接
村
に
対
し
、

国
家
及
び
県
の
救
護
に
先
立
ち
、
罹
災
者

の
救
恤
及
び
復
旧
事
業
に
応
急
適
切
な
る

救
援
措
置
を
講
じ
る

と
し
ま
す
。
小
野
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
水
害
発
生
直
後
は
熊
野
川
の

洪
水
に
よ
り
交
通
は
遮
断
さ
れ
救
援
も
困
難
な

状
態
で
し
た
。
国
や
県
の
救
援
が
い
ま
だ
到
達

で
き
な
い
段
階
で
の
救
援
活
動
が
四
村
災
害
救

援
隊
の
目
的
で
し
た
。

　
救
援
対
象
地
域
と
方
法
は
甲
・
乙
の
二
つ
に

区
分
し
て
い
ま
す
。

　
甲
は
、
四
村
に
隣
り
合
う
三
里
村・本
宮
村・

請
川
村
で
、
人
員
を
派
遣
し
、
物
資
を
補
給
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
乙
は
川
丈
沿
い
の
被
災
地
で
、
慰
問
激
励
を

送
り
、
余
裕
が
あ
れ
ば
乙
地
区
に
も
実
働
班
を

送
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
救
援
期
間
と
人
手
に
つ
い
て
は「
イ
」・「
ロ
」・

「
ハ
」
の
三
段
階
の
期
間
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
「
イ
」（
第
一
期
間
）
は
公
共
災
害
物
の
整
理

と
交
通
路
の
開
通
が
終
わ
る
ま
で
の
間
と
設
定

し
、
実
働
班
と
各
種
団
体
奉
仕
隊
の
全
力
を
投

入
し
ま
す
。

　
「
ロ
」（
第
二
期
間
）
で
は
、「
イ
」
の
段
階

が
終
わ
っ
て
各
戸
の
処
理
に
協
力
す
る
期
間
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
ハ
」（
第
三
期
間
）
は
、
実
働
班
が
適
宜
対

処
す
る
段
階
と
な
り
、
協
力
団
体
の
応
援
が
あ

れ
ば
受
け
入
れ
ま
す
。

　
救
恤
金
と
日
用
品
は
四
村
の
村
費
と
村
民
全

戸
か
ら
集
め
、
食
料
は
村
農
協
倉
庫
か
ら
保
管

米
を
出
す
と
と
も
に
農
協
や
商
店
か
ら
も
計
画

的
に
物
資
を
買
収
す
る
ほ
か
、
村
民
に
も
生
野

菜
の
供
出
を
要
請
し
ま
し
た
。
物
資
の
配
送
は

四
村
救
援
物
資
係
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
医
療
面
で
は
、
医
薬
品
な
ど
を
確
保
し
、
ま

た
、
各
村
に
衛
生
班
を
巡
回
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
水
害
発
生
直
後
の
請
川
村
な

ど
で
四
村
の
救
援
隊
が
活
躍
し
、
非
常
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
四
村
災
害
救
援
計
画
」
は
、
災
害
が
起
き

た
と
き
、
隣
り
合
う
村
々
は
い
か
に
助
け
合
う

の
か
、
そ
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
文
書
と
い
え
ま
す
。

■
県
内
外
か
ら
差
し
の
べ
ら
れ
る
支
援
の
手

　
請
川
村
に
は
、
田
辺
市
や
新
宮
市
を
は
じ
め

と
し
た
県
内
近
接
の
市
町
村
や
各
種
団
体
か
ら

見
舞
状
や
救
援
物
資
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

日
本
全
国
の
自
治
体
や
団
体
か
ら
も
和
歌
山
県

に
対
し
て
お
見
舞
い
の
手
紙
や
物
資
が
送
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
県
内
の
被
災
地
に
振
り
分

け
て
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
『
請
川
村
役
場
文
書
』に『
寄
附
芳
名
簿
』（
写

真
４
）
と
い
う
簿
冊
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
簿
冊

に
は
、
請
川
村
に
寄
付
を
し
た
人
・
団
体
の
名

称
、
救
援
物
資
と
そ
の
数
量
、
義
援
金
額
な
ど

が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
、
県

内
外
の
ど
こ
か
ら
、
ど
ん
な
人
・
団
体
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
、
ど
れ
だ
け
の
支
援
が
な

さ
れ
た
の
か
が
判
明
し
ま
す
。

　
『
寄
附
芳
名
簿
』
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
救
援
物
資
の
種
類
を
ま
と
め
る
と
下
記
の

表
の
通
り
で
す
。
米
や
野
菜
、
調
味
料
、
燃

料
、
洗
面
用
品
、
衣
服
な
ど
最
低
限
必
要
な
も

の
に
加
え
て
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
や
タ
バ
コ
、
書
籍

な
ど
の
お
菓
子
、
嗜
好
品
、
娯
楽
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
例
え
ば
送
ら
れ
て
き
た
米
の

合
計
は
約
十
俵
（
約
六
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
あ

り
、
衣
服
は
大
小
種
類
を
問
わ
ず
数
え
ら
れ
る

だ
け
で
も
一
万
点
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。ま
た
、

義
援
金
額
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
合
計
金
額
は

一
〇
〇
万
円
を
超
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
救
援
物
資
や
義
援
金
を
送
っ
て

く
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。『
寄
附
芳
名
簿
』
の
ほ
か
に
、『
救

援
及
義
捐
関
係
』
に
綴
じ
ら
れ
た
「
礼
状
奉
呈

先
」
と
題
し
た
文
書
か
ら
も
判
明
し
ま
す
。
こ

の
文
書
に
も
、
お
見
舞
い
の
文
書
の
種
別
（
電

報
・
手
紙
）・
義
援
金
額
・
慰
問
品
・
労
力
奉

仕
に
加
え
て
、氏
名
な
ど
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
簿
冊
と
文
書
を
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、

例
え
ば
団
体
だ
け
で
み
て
も
県
内
外
一
五
〇
以

上
の
団
体
か
ら
支
援
の
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
て

表　おもな救援物資の一覧（「寄附芳名控表」、『昭和二十八年七月十八日水害　寄附芳名簿』より）

食
料
品

主食 野菜 魚 漬物類 その他 保存食 菓子 調味料 飲料

米
麦

パン
そうめん

玉ねぎ
じゃがいも
ばれいしょ
きゅうり

にぼし
アジの丸干し

梅干し
たくあん

からし漬け
福神漬け

たまご 缶詰
乾パン

キャラメル 味噌
塩

しょうゆ

茶
ジュース

日
用
品

光熱 調理 洗面用具 文房具類 その他 医療

被
服
品

衣服 履物 その他
ガス燈
マッチ
薪
木炭
ローソク

釜
鍋

歯磨き粉
石鹸
タオル
手拭い

鉛筆
消しゴム
学習ノート
書籍

傘
ほうき
バケツ
うちわ
タバコ

薬剤
医療品一式
風邪薬
奇応丸

シャツ
ズボン
スカート
作業衣
夏・冬袴

肌着
下着
帽子

運動靴
草履
ゴム草履
足袋
地下足袋

布団
毛布
糸

写真４　『寄附芳名簿』

写真３『救援及義捐関係』
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い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
和
歌
山
県
内
で
は
、
田
辺
市
や
新
宮
市
、
勝

浦
町（
現
那
智
勝
浦
町
）、串
本
町・古
座
町（
現

串
本
町
）
な
ど
の
自
治
体
や
、
各
市
町
村
の
教

職
員
組
合
、
婦
人
会
、
未
亡
人
会
、
青
年
会
、

消
防
団
、
宗
教
団
体
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
商
店
、

タ
ク
シ
ー
会
社
、バ
ス
会
社
、国
鉄
労
働
組
合
、

日
赤
な
ど
か
ら
支
援
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
外
か
ら
も
同
様
に
自
治
体
、
婦
人
会
、
未

亡
人
会
、
子
供
会
、
学
校
、
企
業
、
宗
教
団
体

か
ら
救
援
物
資
や
義
援
金
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
物
資
や
義
援
金
の
送
付
に
は
、
和
歌
山
の
現

状
を
案
じ
て
見
舞
い
の
言
葉
を
綴
っ
た
手
紙
が

添
え
ら
れ
て
お
り
、『
救
援
及
義
捐
関
係
』
に

は
た
く
さ
ん
の
手
紙
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
か
山
け
ん
の
み
な
さ
ま
。
こ
ん
ど
う

（
マ
マ
）水

が
い
に
は
大
へ
ん
で
し
た
ね
。
な
に
か
よ　

い
も
の
と
お
も
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
た　

ち
も
じ
し
ん
に
あ
い
ま
し
た
か
ら
よ
い
も　

の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
わ
る
い
し
な　

も
の
で
す
が
や
く
に
た
ち
ま
し
た
ら
き
て　

く
だ
さ
い
。
で
は
み
な
さ
ま
水
に
ま
け
ず　

に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
は
げ
ん
で
く
だ　

さ
い
。
お
か
ら
だ
を
た
い
せ
つ
に
。

　
　
　
　
さ
よ
う
な
ら

　
　
わ
か
山
け
ん
の
み
な
さ
ま

　
こ
れ
は
福
井
県
の
小
学
生
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
手
紙
で
す
（
句
読
点
は
適
宜
打
ち
直
し
て
い

ま
す
）。
今
回
の
水
害
を
受
け
た
和
歌
山
県
の

人
々
を
見
舞
い
、
何
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
た

も
の
の
自
分
た
ち
も
地
震
に
遭
っ
た
の
で
良
い

も
の
が
な
い
、
良
い
も
の
で
は
な
い
が
役
に
た

つ
よ
う
な
ら
着
て
く
だ
さ
い
、
と
述
べ
て
最
後

に
励
ま
し
の
言
葉
を
つ
づ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
紙
に
み
え
る
地
震
と
は
、
昭
和

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
六
月
二
十
八
日
に
福

井
県
で
発
生
し
た
福
井
地
震
を
指
す
と
思
わ
れ

ま
す
。
震
度
階
級
に
震
度
七
を
新
た
に
加
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
か
つ
災
害
救
助
法
が
制

定
さ
れ
て
初
め
て
適
用
さ
れ
た
地
震
災
害
で
、

三
千
人
以
上
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
の

復
興
さ
な
か
に
発
生
し
た
大
地
震
に
よ
っ
て
当

地
の
住
民
は
大
変
困
窮
し
、
昭
和
二
十
八
年
に

至
っ
て
も
災
害
の
傷
跡
が
十
分
に
は
癒
え
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
せ
め
て
少
し
で
も
和
歌

山
の
被
災
者
の
た
め
に
と
、
衣
類
を
送
っ
て
く

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
支
援
に

対
し
て
請
川
村
で
は
、
水
害
発
生
か
ら
一
ヶ
月

が
経
っ
た
八
月
十
八
日
付
で
、
次
の
よ
う
な
支

援
に
対
す
る
礼
状
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

謹
啓　
時
下
盛
夏
の
候
益
々
御
清せ

い
ぼ
く穆

の
御

事
と
存
上
げ
ま
す
。

却
説
、
先
般
紀
南
を
襲
つっ

た
大
水
害
に
際

し
ま
し
て
は
一
方
な
ら
ぬ
御
心
配
を
煩

し
、
早
速
救
援
と
御
激
励
を
賜
り
罹
災
者

に
対
し
御
叮て

い
ね
い嚀

な
る
お
見
舞
を
頂
戴
致
し

ま
し
た
こ
と
は
何
と
御
礼
の
申も

う
し
よ
う様も

御
座

い
ま
せ
ん
。

村
当
局
並

な
ら
び

に
罹
災
者
一
同
、
只
々
感
謝
の

他
御
座
い
ま
せ
ん
。
人
生
最
大
の
不
幸
に

遭
遇
し
た
こ
と

とゝ

共
に
、
皆
様
の
御
同
情

は
終
生
忘
る

るゝ

こ
と
の
で
き
な
い
感
銘
で

あ
り
ま
す
。

熊
野
川
に
沿
う
山
深
い
請
川
村
で
は
あ
り

ま
す
が
、
村
の
中
心
地
で
あ
り
商
店
街
を

為な

す
被
害
地
請
川
は
、
流
失
・
全
壊
百
余

戸
を
出
し
、
耕
地
は
河
原
と
化
し
、
堤
防

は
全
滅
、
道
路
は
破
壊
さ
れ
惨
憺
た
る
廃

墟
と
な
り
ま
し
た
。

家
と
家
財
を
失
ひい

、
耕
地
を
流
失
し
、
一

時
は
茫
然
自
失
の
状
態
で
あ
り
ま
し
た
が

皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温
い
御
情

に
励
ま
さ
れ
、
心
機
一
転
し
て
現
在
で
は

槌
の
音
の
み
の
響
に
相
和
し
て
、
只
一
途

復
興
へ
と
立
上
り
つ

っゝ

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
一
日
も
早
く
復
旧
し
、
昔
に
勝
る

請
川
を
建
設
す
る
こ
と
が
皆
様
の
御
懇
情

に
応
え
る
唯
一
の
も
の
と
信
じ
ま
し
て
、

村
を
挙
げ
て
之こ

れ
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
ま

す
。
何
卒
此こ

の
上
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の

程
、
幾
重
に
も
御
願
申
上
げ
ま
す
。

早
速
御
礼
に
参
る
の
が
当
然
で
御
座
い
ま

す
が
、
今
尚
混
雑
中
失
礼
致
し
て
居お

り
ま

す
。
尚
他
に
御
礼
洩
れ
も
あ
る
や
も
存
じ

ま
せ
ん
の
で
、
何
卒
各
位
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
伝
へえ

の
程
、
御
願
申
上
げ
ま
す
。

先ま
ず
は
と
り
あ
え
ず

は
不
取
敢
、
心
か
ら
御
礼
を
申
上
げ
ま

し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
昭
和
二
十
八
年
八
月
十
八
日

　
　
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡

　
　
請
川
村
長　
　
日
浦
亦
彦

　
　
同
議
会
議
長　
下
地
清
一

　
　
同
消
防
団
長　
須
川
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
罹
災
者
一
同

　
こ
の
礼
状
は
『
救
援
及
義
捐
関
係
』
に
残
さ

れ
た
案
文
で
す
（
句
読
点
は
適
宜
打
ち
直
し
て

い
ま
す
）。
冒
頭
で
支
援
の
お
礼
を
述
べ
、
請

川
村
の
中
心
地
で
あ
る
請
川
は
水
害
に
よ
る
惨

状
を
呈
し
た
も
の
の
支
援
に
よ
っ
て
今
で
は
復

興
に
む
け
た
工
事
を
進
め
、
以
前
に
勝
る
請
川

村
に
な
る
こ
と
が
皆
様
へ
の
支
援
の
お
応
え
に

な
る
と
信
じ
て
い
る
、
と
書
き
記
し
、
最
後
に

直
接
お
礼
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
詫
び
て

手
紙
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

　

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、『
請
川
村
役
場
文

書
』
に
は
、
七・
一
八
水
害
に
関
す
る
簿
冊
や

文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
被
害
や
村
の
復
旧
過

程
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
県
内
外

か
ら
送
ら
れ
た
救
援
物
資
や
義
援
金
の
記
録
と

見
舞
状
も
大
切
に
残
さ
れ
て
お
り
、
請
川
村
の

復
旧
に
は
県
内
外
多
く
の
人
々
の
支
援
の
手
が

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
被
災
し
た
和
歌
山
を
案
じ
る
温
か
い
言
葉
が

綴
ら
れ
た
お
見
舞
い
の
手
紙
や
そ
れ
に
対
す
る

礼
状
の
一
枚
一
枚
も
、
水
害
後
の
和
歌
山
県
内

外
の
様
子
、
雰
囲
気
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
、
大
変
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
山
史
朗
）

参
考
文
献

『
昭
和
29
年
度
和
歌
山
県
統
計
書
』（
和
歌
山
県
、

一
九
五
六
）

『
和
歌
山
県
災
害
史
』（
和
歌
山
県
、一九
六
三
）

後
誠
介
「
世
耕
弘
一
先
生
の
請
川
村
村
長
宛
の

書
簡　

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
紀
伊
半
島

大
水
害
の
復
旧
に
関
連
し
て
」（『A

 W
ay of 

Life 

―Seko Koichi

―
』、
二
〇
二
四
）

西
山
史
朗
「
資
料
紹
介　
田
辺
市
教
育
委
員
会

所
蔵
『
請
川
村
役
場
文
書
』
の
昭
和
二
十
八
年

七
月
水
害
関
係
資
料
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館

年
報
・
研
究
報
告
』
一
、二
〇
二
四
）
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文
書
館
で
は
、『
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ

り
』
第
六
五
号
で
紹
介
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
「
授
業
で
使
え
る
和
歌
山
の
資
料
」
な
ど

学
校
教
育
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、「
授
業
で
使
え
る
和
歌
山
の
資
料
」

で
新
た
に
充
実
さ
せ
た
点
と
中
学
生
・
高
校
生

向
け
の
職
場
体
験
学
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、出
前
授
業
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
五
月
に
開
設
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
「
授
業
で
使
え
る
和
歌
山
の
資
料
」
で

は
、
文
書
館
の
所
蔵
資
料
を
中
心
に
、
教
材
と

し
て
活
用
可
能
な
和
歌
山
に
関
す
る
地
域
資
料

を
解
説
シ
ー
ト
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
二
月
、
教
員
の
方
々
の
意
見
を
反

映
し
、
新
た
に
授
業
で
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
対
応
す
る

資
料
の
解
説
シ
ー
ト
の
一
、二
ペ
ー
ジ
目
と
教

科
書
を
用
意
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
授
業
で
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、

①
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
あ
る
こ

と
、②
教
科
書
の
内
容
と
離
れ
す
ぎ
な
い
こ
と
、

③
複
数
の
異
な
る
視
点
を
提
示
し
思
考
を
揺
さ

ぶ
る
こ
と
、
④
自
ら
の
考
え
を
記
す
こ
と
を
意

識
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業

に
応
じ
て
、
ワ
ー
ド
形
式
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

編
集
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
、様
々

な
分
野
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
資

料
を
検
索
・
閲
覧
・
活
用
で
き
る
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
「
授
業
で
使
え
る
和
歌
山

の
資
料
」ペ
ー
ジ
を
新
設
し
ま
し
た
。こ
の
ペ
ー

ジ
で
は
、
文
書
館
の
所
蔵
資
料
を
も
と
に
し
た

問
題
に
答
え
な
が
ら
、
和
歌
山
の
歴
史
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

文
書
館
で
は
、

職
場
体
験
学
習
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
六
年
七

月
二
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
向

陽
高
等
学
校
の
生

徒
、
十
一
月
十
二

日
か
ら
十
五
日
ま

で
桐
蔭
中
学
校
の

生
徒
が
文
書
専
門

員
の
仕
事
を
体
験

し
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
古
文
書
の
取
り
扱
い

方
を
学
び
、
古
文
書
の
撮
影
・
整
理
、
公
文
書

の
整
理
、
所
蔵
資
料
の
解
説
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
作
成
で
は
、

「
う
そ
だ
ら
け
の
系
譜
―
宇
佐
美
系
譜
―
」「
津

田
出
を
輩
出
し
た
津
田
家
と
は
―
「
紀
州
家
中

系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
」
か
ら
考
え
る
―
」

「
約
三
十
年
の
潜
伏　

小
野
田
少
尉
帰
国
前
年

の
救
出
活
動
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
参
考
文
献
を

読
み
、
資
料
に
関
す
る
解
説
を
記
し
ま
し
た
。

生
徒
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
は
右
記
コ
ー
ド
の

文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
「
実
物
の
古
文
書
を
実
際
に
触
れ

て
扱
い
方
を
教
わ
っ
た
り
す
る
機
会
は
そ
う
そ

う
な
い
の
で
、貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
」「
文

書
館
と
い
う
施
設
の
意
義
や
な
ぜ
古
文
書
や
公

文
書
を
収
集
し
て
い
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な

部
分
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
職
業
や
施

設
へ
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
を
記
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
文
書
館
で
は
、「
授
業
で
使
え
る
和
歌

山
の
資
料
」
で
公
開
し
て
い
る
教
材
な
ど
を
活

用
し
、
地

理
歴
史
、

公
民
、
総

合
的
な
学

習（
探
究
）

の
時
間
や

特
別
活
動

な
ど
の
授

業
を
サ
ポ

ー
ト
し
て

い
ま
す
。

令
和
六
年

七
月
十
一

日
に
那
賀
高
等
学
校
国
際
科
の
生
徒
を
対
象
に

文
書
館
所
蔵
の
堂
本
家
文
書
の
貿
易
資
料
を
活

用
し
、
明
治
時
代
に
和
歌
山
か
ら
海
外
へ
と
渡

っ
た
人
々
に
関
す
る
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た

。
当
時
の
貿
易
資
料
を
読
み
解
き
、「
明
治
時

代
の
人
々
と
現
在
の
私
た
ち
の
海
外
へ
と
渡
る

こ
と
の
同
じ
と
こ
ろ
と
違
う
と
こ
ろ
は
何
で
し

ょ
う
か
。」
と
の
問
い
に
対
す
る
自
ら
の
考
え

を
つ
く
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

、
同
じ
と
こ
ろ
と
し
て
「
外
国
に
行
き
た
い
と

い
う
思
い
」「
差
別
や
偏
見
が
残
っ
て
い
る
部

分
も
あ
る
」
な
ど
の
考
え
、
違
う
と
こ
ろ
と
し

て
「
今
は
楽
し
み
に
行
っ
た
り
勉
強
の
た
め
に

行
っ
た
り
す
る
け
ど
、
昔
は
お
金
の
た
め
に
行

く
人
が
多
い
」「
私
た
ち
は
そ
の
国
に
対
し
て

の
事
前
知
識
が
あ
る
」
な
ど
の
考
え
を
記
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
内
容
や
和
歌
山
に
関
す
る

歴
史
資
料
を
用
い
た
教
材
作
成
の
御
相
談
な

ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
文
書
館

(e0221011@
pref.w

akayam
a.lg.jp)

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
寺
前
駿
）

教
育
に
関
連
す
る
文
書
館
の
取
組

教
育
に
関
連
す
る
文
書
館
の
取
組

写真１　ワークシートの例

写
真
２

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
「
授
業
で
使
え
る

和
歌
山
の
資
料
」
ペ
ー
ジ

生徒作成の
解説ポスター
のページ

写真３　職場体験学習のようす

写真４　出前授業のようす
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令
和
五
年
度
に
文
書
館
で
新
た
に
収
集
し
た

資
料
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
（
写
真
１
）。
こ

れ
ら
の
資
料
は
、
県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

で
保
管
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
和
歌
山
県
の
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
な
行
政
刊
行
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
館
で
五
三
点
を
収
集
し
、
保
存
・

公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
特
に
貴
重
な
も
の
が
、
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
開
催
さ
れ
た
第

二
六
回
国
民
体
育
大
会
、
通
称
「
黒
潮
国
体
」

に
関
す
る
資
料
で
す
。
資
料
は
、
大
会
実
施
要

項
、
各
競
技
の
実
施
要
項
（
表
１
）、
準
備
概

要
や
施
設
概
要
を
中
心
と
し
た
刊
行
物
で
、
特

に
各
競
技
の
実
施
要
項
に
は
実
施
競
技
の
種

目
、
参
加
資
格
、
予
選
方
法
、
採
点
や
順
位
の

決
定
方
法
等
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
基
づ
き
各
競
技
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

黒
潮
国
体
で
は
、
和
歌
山
県
の
選
手
団
が
水

泳
を
始
め
と
す
る
数
々
の
競
技
で
入
賞
す
る
な

ど
の
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
和
歌

山
県
の
団
体
が
１
位
を
獲
得
し
た
、
ナ
ッ
ク
ル

フ
ォ
ア
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
と
は
、
日
本
で
開
発
さ
れ

た
四
人
漕
ぎ
、
舵
手
（
船
の
舵
取
り
）
つ
き
の

艇
を
指
し
、
そ
の
艇
を
使
っ
た
競
技
種
目
の
こ

と
も
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
（
Ｋ
Ｆ
）
と
呼
び
ま
す
。

平
成
二
年
ま
で
国
民
体
育
大
会
（
現
在
は
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
の
競
技
の
一
つ
と
し
て
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
初
心
者
の
練
習
用

と
し
て
の
利
用
が
中
心
の
よ
う
で
す
。

　

競
技
は
九
月
五
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
紀

の
川
漕
艇
場
を
会
場
と
し
て
総
勢
三
二
団
体
が

出
場
す
る
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
歌
山
県

か
ら
は
、
一
般
男
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
に
住
友

金
属
所
属
の
団
体
が
参
加
し
、
み
ご
と
優
勝
を

手
に
し
ま
し
た
。

　
優
勝
団
体
の
一
員
で
あ
っ
た
谷
口
尚
武
選
手

が
、『
県
民
の
友
』
昭
和
四
十
六
年
十
月
発
行

の
四
〇
二
号
に
感
想
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

真
夏
の
ジ
リ
ジ
リ
照
り
つ
け
る
太
陽
の

下
、
優
勝
と
い
う
目
標
の
た
め
、
た
く
ま

し
い
八
本
の
腕
と
か
弱
い
二
本
の
腕
が
、

紀
の
川
を
上
っ
た
り
下
っ
た
り
、
全
く
悪

夢
の
連
続
だ
っ
た
。
長
い
悪
夢
か
ら
さ
め

た
と
き
、
我
々
の
優
勝
が
決
ま
っ
て
い

た
。
こ
の
感
激
を
与
え
て
く
れ
た
黒
潮
国

体
は
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な

る
だ
ろ
う
。

　

高
校
男
子
の
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
で
は
、
田
辺

高
校
の
ボ
ー
ト
部
が
出
場
し
、
八
位
の
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
（
同
校
ボ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
会
『
青

春
の
扇
ヶ
浜
』）。
女
子
種
目
の
結
果
と
あ
わ
せ

た
漕
艇
種
目
の
都
道
府
県
別
成
績
は
、
男
女
総

合
第
三
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
刊
行
物
の
ほ
か
に
、
手
ぬ
ぐ
い
や

ピ
ン
バ
ッ
ジ
な
ど
、
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
記

念
品
等
も
収
集
し
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
黒
潮
国
体
を
記
念
し
て
埋
設
さ

れ
、
平
成
二
十
七
年
度
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
（
本
紙

第
四
五
号
参
照
）、
手
ぬ
ぐ
い
や
ピ
ン
バ
ッ
ジ

は
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
新
し
く
資
料
を
収
集
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
黒
潮
国
体
関
係
資
料
が
さ
ら
に
充
実
し
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
当

館
で
閲
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
砂
川
佳
子
）

 

令
和
五
年
度
収
集  

　

黒
潮
国
体
関
係
資
料
の
紹
介

写真１　ケース展示した時のようす
展示期間　令和６年４月 12 日～６月 12 日

水泳 体操 ボクシング 自転車 フェンシング

漕艇 蹴球 レスリング 軟式野球 ライフル射撃

馬術 陸上 ホッケー 高校野球 バドミントン

相撲 剣道 ラグビー ヨット バスケット
ボール

柔道 弓道 ハンドボール 庭球 バレーボール

山岳 卓球 ソフトボール 軟式庭球 ウェイト
リフティング

表
１　
競
技
種
目
一
覧

黒潮国体から44年後の平成27年（2015）に
紀の国わかやま国体が開催されたよ！



第 67 号 ( 令和７年 3 月発行)和歌山県立文書館だより

8

　　

令
和
六
年
度
の
歴
史
講
座
は
、
全
二
回
で
延

べ
四
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
「
幕
末
の
避
難
生
活
は
ど
う
だ
っ
た

か
―
現
す
さ
み
町
里
野
の
安
政
地
震
記
録
を
読

む
―
」
は
、
串
本
古
座
高
等
学
校
が
所
蔵
す

る
中
根
文
庫
に
残
る
安
政
の
大
地
震
・
津
波

（
一
八
五
四
年
）
の
牟
婁
郡
里
野
浦
（
現
す
さ

み
町
里
野
）
の
人
々
の
避
難
生
活
の
記
録
を
読

み
ま
し
た
。
古
文
書
と
地
図
を
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
、
地
震
発
生
か
ら
の
避
難
の
動
き
、
避

難
し
た
場
所
で
の
人
々
の
よ
う
す
を
読
み
解
き

ま
し
た
。
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
幅

広
い
地
域
で
電

気
・
水
道
が
使

え
な
い
状
態
が

続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
和
歌
山

県
は
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に

よ
る
大
き
な
被

害
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
地

震
・
津
波
が
起

き
た
と
き
、
電

気
・
水
道
が
使
え
な
い
生
活
は
現
代
も
江
戸
時

代
も
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
か

ら
当
時
の
記
録
か
ら
教
訓
を
得
ら
れ
る
の
か
、

あ
る
い
は
得
ら
れ
な
い
の
か
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
共
助
の
姿
勢
は

あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。」「
昔
の
人
は
念

仏
ば
か
り
唱
え
る
の
は
、
興
味
深
い
。」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
回
「
明
治
・
大
正
時
代
の
高
野
山
参
詣

を
回
顧
す
る
―
岩
﨑
家
文
書
の
高
野
山
関
係
資

料
か
ら
―
」
は
、
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

岩
﨑
家
文
書
の
高
野
山
関
係
資
料
か
ら
、明
治
・

大
正
時
代
の
高
野
山
参
詣
の
よ
う
す
を
解
説
し

ま
し
た
。
は
じ
め
に
高
野
山
案
内
の
絵
図
や
鉄

道
の
時
刻
表
か
ら
当
時
の
高
野
山
へ
の
移
動
方

法
の
変
遷
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
野

山
周
辺
の
商
業
施
設
の
ち
ら
し
の
松
茸
料
理
や

ビ
ー
ル
の
紹
介
や
参
詣
の
し
お
り
の
高
野
山
で

の
法
会
や
宝
物
展
覧
会
の
案
内
か
ら
当
時
の
高

野
山
で
の
人
々
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。

　
「
南
海
鉄
道
が
橋
本
を
終
点
と
し
て
い
た
頃

は
橋
本
で
汽
車
に
乗
り
換
え
高
野
口
で
下
車
、

そ
の
後
徒
歩
に

て
…
と
い
う
く

だ
り
に
時
代
を

感
じ
た
。」「
少

し
前
の
身
近
な

高
野
山
の
情
景

を
楽
し
く
拝
聴

さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。」
な
ど

の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
利
用
方
法

♦
閲
覧
室
受
付
に

あ
る
目
録
等
で
必

要
な
資
料
、
文
書

等
を
検
索
し
、
閲

覧
申
請
書
に
記
入

の
う
え
受
付
に
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。
文
書
等
利
用

の
受
付
は
閉
館
30

分
前
ま
で
で
す
。

♦
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、　

　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認
申

　
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。

　

開
館
時
間

　
　
♦
火
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
♦
土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日

♦
月
曜
日
（
祝
日
又
は
振
替
休
日
と
重
な
る　

　
　
　
　
　
　
と
き
は
、
そ
の
後
の
平
日
）

♦
年
末
年
始　
12
月
29
日
～
１
月
３
日

♦
館
内
整
理
日

　
・
１
月
４
日

　
　
（
月
曜
日
の
と
き
は
、
５
日
）

　
・
２
月
～
12
月　
第
２
木
曜
日

　
　
（
祝
日
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

　
・
特
別
整
理
期
間　
10
日
間
（
年
１
回
）

■
ア
ク
セ
ス

♦
JR
和
歌
山
駅
・
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら

　
バ
ス
で
約
20
分

♦
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分

令
和
六
年
度

　
　

歴
史
講
座

 

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
67
号

　
令
和
７
年
３
月
31
日　
発　
行

　
編
集
・
発
行　
和
歌
山
県
立
文
書
館

　
　
〒
六
四
一‒

〇
〇
五
一

　
　
和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七‒

三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
く
に
志
学
館
内

　
電　
話　
〇
七
三‒

四
三
六‒

九
五
四
〇

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
七
三‒

四
三
六‒

九
五
四
一

　
印　
刷　
白
光
印
刷
株
式
会
社

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/index.html
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●市役所

●県庁 和歌山城

和歌
山市
駅

紀ノ川大橋
紀ノ
川

南海
本線

けやき大通り

高松北バス停

高松バス停

至和歌浦

至天王寺

至海南

和歌山県立文書館
（きのくに志学館２階）

中
央
通
り
（
国
道
42
号
）

国
体
道
路

JR
和
歌
山
駅

JR
紀
勢
本
線

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー

第
１
回　
令
和
六
年
十
一
月
九
日
（
土
）

幕
末
の
避
難
生
活
は
ど
う
だ
っ
た
か

―
現
す
さ
み
町
里
野
の
安
政
地
震
記
録
を
読
む
―

　
　
　
　
　
講
師
：
藤
隆
宏
主
任

第
２
回　
令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）

明
治
・
大
正
時
代
の
高
野
山
参
詣
を
回
顧
す
る

―
岩
﨑
家
文
書
の
高
野
山
関
係
資
料
か
ら
―

　
　
　
　
　
講
師
：
西
山
史
朗
文
書
専
門
員


